
講演題目：「仮想テスタと人工知知能について」
副題「仮想テスタから分かったことAIなど」

①仮想テスティング技術
公聴会資料

「再構成可能テスタ・アーキテクチャおよび汎用テスタ言語とその応用に関する研究」から

②メモリーコンピューティングと人工知能
「メモリのみで脳デバイスを実現する一手法の提案」

（副題「メモリコンピューティング技術の応用」）から

③今後の動向
2045年問題：人工知能とシンギュラリティなど

④その他
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はじめに

 人間は言語で世界を記述して、世界を認識している。

 人間の脳の中には計算機がなく、記憶装置のみである。

 人間の脳は自己テストして、再構築して動作している。
(人間の脳は、日に十数万細胞が死滅している。電子機器なら故障して動かない）

 人間は計算していなかった。
（人間は計算しているとして、逐次ＣＰＵに計算させている人工知能は大電力デバイスで、ロボット搭載ができない）

この２０年ほどで分かった事



3背景：1999年度ｾﾐｺﾝｼﾞｬﾊﾟﾝSTS発表
「メモリ仮想テスタ技術とテスタオンチップ」から－ HITACHI －
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新しい時代のテスティング技術

２１世紀に向けた提言
物質文明社会から情報文明社会への変遷
言語からハードウェアを構築する技術の開発

情報文明時代
「もの」から「こと」へ
装置から言語へ

プログラムには必要としている装置の機能だけが記述されている。

人間は言語で世界を記述して、



仮想テスタ技術

｢システムLSI時代のEDAと設計技術｣
｢ｼｽﾃﾑLSIと設計技術｣

丸山圭三郎｢言葉とは何か｣(ｿｼｭｰﾙ言語学)

仮想テスタ技術から

概念 ＝ 言語

概念とは

ｱｰｷﾃｸﾁｬ ＝ ﾃｽﾀ言語

テスタとは

概念 ＝ 言語

概念とは

設計 ＝ 記述

設計とは

設計 ＝ 記述

設計とは

ｱｰｷﾃｸﾁｬ ＝ ﾃｽﾀ言語

テスタとは

ｱｰｷﾃｸﾁｬ ＝ ﾃｽﾀ言語

テスタとは

人間は言語で世界を記述して、

背景：1999年度ｾﾐｺﾝｼﾞｬﾊﾟﾝSTS発表
「メモリ仮想テスタ技術とテスタオンチップ」から



ｱｰｷﾃｸﾁｬ ＝ ﾃｽﾀ言語

テスタとは

ｱｰｷﾃｸﾁｬ ＝ ﾃｽﾀ言語

テスタとはソシュール言語学から (言語の二義性)

例
｢意味するもの(ｼﾌﾆｧﾝ)｣ ＸＢ

｢意味されるもの(ｼﾌﾆｪ)｣ Xｱﾄﾞﾚｽ
･ﾚｼﾞｽﾀ

言語

人間は言語で世界を記述して、

背景：1999年度ｾﾐｺﾝｼﾞｬﾊﾟﾝSTS発表
「メモリ仮想テスタ技術とテスタオンチップ」から



世界を認識している。

半導体ロードマップ委員会ＳＴＲＪ2014年WS
特別講演：東京大学 松尾先生
「人工知能の未来—ディープラーニングの先にあるもの--」

人工知能は言語を獲得して、その明示と共に人間に認識された。



人工知能の低ビット化の動向
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出典：2016年シノプシス AIセミナ

・画像認識では8bitsで可能
・文字認識では4bitsで可能
(画像認識は画像圧縮と違い元のデータに戻さなくて良いので低ビット化が可能)

その他の情報
・Google TPU 8bits
・富士通8bits学習
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TCI技術による３D実装

MRLD＋DBP,SOP

インターフェイス

電源

メモリコンピューティング技術（表引き）技術による高速化,低消費電力化
と故障耐性により、人間型人工知能の提案

ストレージ

次期MRLD

情報文明時代
「もの」から「こと」へ
装置から言語へ

冒頭述べた から

CPUも人間が考えた装置であるので、
言語から構築可能で、次期MRLDの
開発を進めることで、CPUが実装でき
ると推察する。

出典：SSISフォーラム（2017/2/23） 慶應義塾大学理工学部 黒田忠宏
「左脳・右脳型集積によるモバイル人工知能を目指して」から借用掲載

再構成ロジック

高性能CPU
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提言
2045年問題に向けての提言 ＧＰＵ

メモリコンピューティング


